




Adsorption of Metal1ic Ions by Titania Gel 


















































2852.1A (31So - 31 Pl) ，銀の共鳴線 3280.7A
(52Sm 5ー3P3/2)，ニッケルの共鳴線3414.8A
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の金属イオンと同じで グ 0 
あった.ζの場合も T Z 
G25はTG110の2倍量 当 / 一一司一一 TG 25 
り
の吸着量を示した.乙 の T G 110 






吸着量増加が確認され ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 
た. TG25および TG 吸着平衡濃度 (mg/i)






モJレ数〕は一定である 荊 I I →ー: TG 25 






な要因となっており:. (mgh)_ _1 ____ 吃
~ さらにチタニアゲJレ生 10 
成機構のモデJレに示し
たように金属イオンの
吸着は表面水酸基iと大 o 100 200 300 400 500 600 700 800 
きく影響された.ζの 吸着u 平衡濃度 (mg/i)


















一一一骨一一ー TG 2S 
一-一 TG 110 
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